
荒 瀬 ダ ム 対 策 検 討 委 員 会

第８回ダム撤去工法専門部会

日 時：平成１７年１１月４日（金）

午後１時から

場 所：県庁行政棟新館８階 ８０３会議室

１ 開 会

２ 議 事

（１）ダム撤去方針（案）について

（２）砂・礫の処理方針（案）について

（３）ダム撤去に係る環境変化の予測及び評価の実施等について

３ その他

４ 閉 会



資料１ ダム撤去方針（案）について

資料２ 砂・礫の処理方針（案）について

資料３ ダム撤去に係る環境変化の予測及び評価の実施等について



議事（１）ダム撤去方針（案）について

河川環境や治水等に配慮した最適なダム撤去方針（案）をまとめるため、ダム撤去工事

中（短期）及びダム撤去後（中長期）におけるダム内（調整池）や下流河川の変化（河床

高、河床材料、水位等）を予測し、その変化に伴う影響を検討する。

また、河川における状況変化の影響やダム撤去手順の効率性・経済性等に基づきダム撤

去手順（案）の特徴整理を行い、治水や河川環境等を考慮したダム撤去範囲（案）を検討

する。

なお、ダム撤去方針（案）の検討フローは、図１－１のとおり。

１ ダム撤去に伴うダム内及び下流河川の変化予測等

（１）予測モデルの設定条件 （資料１－１参照）

（２）撤去工事中における河川の変化予測 （資料１－２参照）

（３）撤去工事中のダム上下流における河川の変化予測（資料１－３参照）

（４）撤去後の中長期における河川の変化予測 （資料１－４参照）

（資料１－５参照）２ ダム撤去手順（案）の特徴整理

（資料１－６参照）３ ダム本体の撤去範囲（案）の検討

（資料１－７参照）４ ダム撤去方針（案）の検討

資料１

（１）検討の進め方

（２）文献調査等（課題の整理）

（３）基本的事項の整理

① 施工可能期間 （１１月～５月）

② 作 業 日 数 （１９日／月）

③ 作 業 時 間 （実働７時間）

④ 破 砕 方 法

（主要工法） 発破、大型ブレーカ、静的破砕剤、油圧くさび

（補助工法） ガス・蒸気圧破砕、ワイヤーソー

⑤ 水位低下設備（水抜きトンネル） （ダム水位の低下）

⑥ コンクリート殻の処理 （河川外への搬出）

（４）ダム撤去手順（案）の設定

① （ケース ）左岸先行スリット撤去（案）A

② （ケース ）右岸先行スリット撤去（案）B

③ （ケース ）左岸先行スライス撤去（案）C

① 河床高の変化

② 河床材料の変化

③ 水位等の変化

（５）ダム撤去手順（案）の特徴整理

（６）ダム撤去範囲（案）の検討

（７）ダム撤去方針（案）の検討

図１－１ ダム撤去方針（案）の検討フロー

１-１



１－２ 

資料１－１ 予測モデルの設定条件 

 

 ダム撤去工事中及び撤去後の中長期間におけるダム内及び下流河川の変化（河床高、河床材料及び水位） 

について予測を行う。 

予測モデルの設定条件は、表１－１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 撤去工事中（短期）の予測 撤去後（中長期）の予測 

①予測範囲 ・遙拝堰(9k000)～瀬戸石ダム(28k860) 

②予測期間 ・ダム撤去工事中 ・安定河道状態に達するまでの期間 

③対象流量 

（図１－２参照） 

・既往最大流量年（昭和５７年）を

含み、撤去工事期間に相当する連

続した実績の時間流量 

・昭和３０年～平成１５年までの連

続した実績の時間流量 

（５０年間） 

④初期の河道状況 

（河床高、河床材料） 

・平成１５年度の現況河道断面とし、荒瀬ダム堆砂域のシルトは除去した河床

状況とする 

⑤ダム撤去形状 

 

・ダム撤去手順による撤去形状 

（図１－３～１－５参照） 

・ 一括全撤去 

（図１－６参照） 

表１－１ 予測モデルの設定条件（概要） 

図１－２ 予測計算に用いる対象流量（案） 

荒瀬ダムの年最大ピーク流量の推移
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対象流量（安定河道状態に達するまでの期間）

短期予測
対象流量（撤去期間中）
※既往最大流量を含む

図１－３ 左岸先行スリット撤去案（ケースＡ）の撤去手順 

ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開

第１段階 第１段階 第１段階 第１段階

第２段階 第２段階 第２段階 第２段階

第３段階 下切幅=６２ｍ 第３段階 切幅=２８ｍ 第３段階 切幅=１４ｍ 第３段階 切幅=５ｍ

第４段階 全撤去 第４段階 下切幅=６２ｍ 第４段階 切幅=２８ｍ 第４段階 切幅=１０ｍ

第５段階 全撤去 第５段階 下切幅=６２ｍ 第５段階 切幅=１４ｍ

第６段階 全撤去 第６段階 切幅=２１ｍ

第７段階 切幅=２８ｍ

第８段階 切幅=４１ｍ

第９段階 下切幅=６２ｍ

第１０段階全撤去

昭和
６３年

平成
元年

昭和
６１年

昭和
６２年

昭和
５９年

昭和
６０年

昭和
５７年

昭和
５８年

左岸門柱
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撤去
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撤去
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撤去

昭和
５６年

昭和
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水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

昭和
５４年

対象
流量

１～４段階
（Ａ４）

１～５段階
（Ａ５）

１～６段階
（Ａ６）

１～１０段階
（Ａ１０）

左岸先行スリット撤去案（ケースＡ）

右岸側に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、左岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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ゲート全開

第１段階施工

第２段階施工

第３段階施工

第４段階施工

第５段階施工

第６段階施工

第７段階施工

第８段階施工

第９段階施工

第１０段階施工

　・各ケースとも、ゲート全開から第２段階までの
   撤去手順は同じ。

　・第３段階以降、各ケースによってスリットの切
   幅が異なる。



 

１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ 左岸先行スライス撤去案（ケースＣ）の撤去手順 図１－４ 右岸先行スリット撤去案（ケースＢ）の撤去手順 

図１－６ ダム撤去後の 

中長期検討 

ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開

第１段階 第１段階 第１段階 第１段階

第２段階 第２段階 第２段階 第２段階

第３段階 下切幅=３５ｍ 第３段階 切幅=２７ｍ 第３段階 切幅=１２ｍ 第３段階 切幅=３ｍ

第４段階 全撤去 第４段階 下切幅=３５ｍ第４段階 切幅=２７ｍ 第４段階 切幅=６ｍ

第５段階 全撤去 第５段階 下切幅=３５ｍ 第５段階 切幅=９ｍ

第６段階 全撤去 第６段階 切幅=１７ｍ

第７段階 切幅=２３ｍ

第８段階 切幅=３０ｍ

第９段階 下切幅=３５ｍ

第１０段階 全撤去

昭和
６３年

平成
元年

昭和
６１年

昭和
６２年

昭和
５９年

昭和
６０年

昭和
５７年

昭和
５８年

右岸門柱
撤去
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撤去

昭和
５６年

右岸門柱
撤去
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撤去

水位低下
設備設置

昭和
５５年

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

昭和
５４年

１～1０段階
（Ｂ１０）

対象
流量

１～４段階
（Ｂ４）

１～５段階
（Ｂ５）

１～６段階
（Ｂ６）

右岸先行スリット撤去案（ケースＢ）

中央部に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、右岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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ゲート全開

第１段階施工

第２段階施工

第３段階施工

第４段階施工

第５段階施工

第６段階施工

第７段階施工

第８段階施工

第９段階施工

第１０段階施工

　・各ケースとも、ゲート全開から第２段階までの
   撤去手順は同じ。

　・第３段階以降、各ケースによってスリットの切
   幅が異なる。

ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開

第１段階 第１段階 第１段階 第１段階

第２段階 第２段階 第２段階 第２段階

第３段階 切厚=１ｍ 第３段階 切厚=１ｍ 第３段階 切厚=１ｍ 第３段階 切厚=１ｍ

第４段階 切厚=8.3ｍ 第４段階 切厚=２ｍ 第４段階 切厚=２ｍ 第４段階 切厚=２ｍ

第５段階 全撤去 第５段階 切厚=8.3ｍ 第５段階 切厚=３ｍ 第５段階 切厚=３ｍ

第６段階 全撤去 第６段階 切厚=8.3ｍ 第６段階 切厚=４ｍ

第７段階 全撤去 第７段階 切厚=５ｍ

第８段階 切厚=６ｍ

第９段階 切厚=8.3ｍ

第１０段階全撤去

昭和
６２年

昭和
６３年

昭和
６０年

昭和
６１年

昭和
５８年

昭和
５９年

昭和
５６年

昭和
５７年

左岸門柱
撤去

左岸門柱
撤去

左岸門柱
撤去

昭和
５５年

左岸門柱
撤去

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

昭和
５４年

水位低下
設備設置

水位低下
設備設置

１～７段階
（Ｃ７）

１～１０段階
（Ｃ１０）

対象
流量

昭和
５３年

１～５段階
（Ｃ５）

１～６段階
（Ｃ６）

左岸先行スライス撤去案（ケースＣ）

右岸側に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、左岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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ゲート全開

第１段階施工

第２段階施工

第３段階施工

第４段階施工

第５段階施工

第６段階施工

第７段階施工

第８段階施工

第９段階施工

第１０段階施工

　・各ケースとも、ゲート全開から第３段階までの
   撤去手順は同じ。

　・第４段階以降、各ケースによってスライスの切
   厚が異なる。

ダム撤去後の中長期
（５０年間）

昭和
30年

・
・
・
・
・

平成
15年

一括全撤去
対象
流量

昭和
30年

・
・
・
・
・

一括全撤去

ダムを全て撤去
した状態に、昭
和30年から平成
15年までの実績
時間流量を用い
て50年間の流量
を与える。



 

資料１－２ 撤去工事中における河川の変化予測 

 

 

１ 土砂変動量の予測        （資料１－２－①～③参照） 

 

○ ３ケースのダム撤去手順（案）における工事中のダム上流区間及び下流区間の土砂変動量を予測する。 

 

 ○ 撤去期間中の対象流量は、往最大流量（昭和５７年）を含む実績流量とする。 

 

２ 河床高の変化予測        （資料１－２－④～⑥参照） 

 

 ○ ３ケースのダム撤去手順（案）における工事中のダム上流区間及び下流区間の河床高の変化を予測する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 



  

資料１－２―① 土砂変動量の予測 （左岸先行スリット撤去案：ケースＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒瀬ダム下流 

（遙拝堰～荒瀬ダム区間） 

荒瀬ダム上流 

（荒瀬ダム～瀬戸石ダム区間） 

・Ａ４、Ａ５、Ａ６及びＡ１０とも土砂変動の総量は概ね同じである。 

図１－７参照 

・Ａ４、Ａ５、Ａ６及びＡ１０とも単年土砂変動量は、第３段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）が最大である。 

（流量が大きい時、土砂変動量は大きい。土砂変動量の差は、切り欠き幅の違いによる。） 

図１－８参照 

・Ａ４、Ａ５、Ａ６及びＡ１０とも土砂が大きく変動した以降、土砂変動量は小さい。 

図１－７、図１－８参照 

１－５ 

図１－８ 荒瀬ダム上下流河道の単年度土砂変動量予測結果（ケースＡ） 

表１－２ 段階施工に伴う土砂変動量（ケースＡ） 

図１－７ 荒瀬ダム上下流河道の土砂変動量予測結果（ケースＡ） 

図１－９ ダム撤去手順（案）（ケースＡ） 

荒瀬ダム堆砂域の土砂変動量（左岸先行スリット撤去案（A案4,5,6,10段階））
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荒瀬ダム下流河道の土砂変動量（左岸先行スリット撤去案（A案4,5,6,10段階））
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-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

撤去開始(年後）

土
砂

変
動

量
（千

m
3/

年
）

左岸先行スリット4段階撤去案（A4）

左岸先行スリット5段階撤去案（A5）

左岸先行スリット6段階撤去案（A6）

左岸先行スリット10段階撤去案（A10）

荒瀬ダム下流河道の単年度土砂変動量（左岸先行スリット撤去案（A案4,5,6,10段階））
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左岸先行スリット撤去案（ケースＡ）

右岸側に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、左岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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ゲート全開

第１段階施工

第２段階施工

第３段階施工

第４段階施工

第５段階施工

第６段階施工

第７段階施工

第８段階施工

第９段階施工

第１０段階施工

　・各ケースとも、ゲート全開から第２段階までの
   撤去手順は同じ。

　・第３段階以降、各ケースによってスリットの切
   幅が異なる。

第３段階ゲート全開 第４段階

ゲート全開 第３段階 第４段階

ダム上流(荒瀬ダム～瀬戸石ダム直下区間) 

ダム下流(遙拝堰～荒瀬ダム区間) 

ダム上流(荒瀬ダム～瀬戸石ダム直下区間) 

ダム下流(遙拝堰～荒瀬ダム区間) 



  

資料１－２－② 土砂変動量の予測 （右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒瀬ダム下流 

（遙拝堰～荒瀬ダム区間） 

荒瀬ダム上流 

（荒瀬ダム～瀬戸石ダム区間） 

・Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６及びＢ１０とも土砂変動の総量は概ね同じである。 

図１－１０参照 

・Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６及びＢ１０とも単年土砂変動量は、第３段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）が最大である。 

（流量が大きい時、土砂変動量は大きい。土砂変動量の差は、切り欠き幅の違いによる。） 

図１－１１参照 

・Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６及びＢ１０とも土砂が大きく変動した以降、土砂変動量は小さい。 

図１－１０、図１－１１参照 

図１－１１ 荒瀬ダム上下流河道の単年度土砂変動量予測結果（ケースＢ）

１－６ 

表１－３ 段階施工に伴う土砂変動量（ケースＢ） 

図１－１０ 荒瀬ダム上下流河道の土砂変動量予測結果（ケースＢ） 

荒瀬ダム堆砂域の土砂変動量（右岸先行スリット撤去案（B案4,5,6,10段階））
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荒瀬ダム下流河道の土砂変動量（右岸先行スリット撤去案（B案4,5,6,10段階））
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荒瀬ダム堆砂域の単年度土砂変動量（右岸先行スリット撤去案（B案4,5,6,10段階））
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荒瀬ダム下流河道の単年度土砂変動量（右岸先行スリット撤去案（B案4,5,6,10段階））
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右岸先行スリット撤去案（ケースＢ）

中央部に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、右岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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ゲート全開

第１段階施工

第２段階施工

第３段階施工

第４段階施工

第５段階施工

第６段階施工

第７段階施工

第８段階施工

第９段階施工

第１０段階施工

　・各ケースとも、ゲート全開から第２段階までの
   撤去手順は同じ。

　・第３段階以降、各ケースによってスリットの切
   幅が異なる。

図１－１２ ダム撤去手順（案）（ケースＢ） 

第３段階ゲート全開 第４段階

ゲート全開 第３段階 第４段階ダム上流(荒瀬ダム～瀬戸石ダム直下区間) 

ダム上流(荒瀬ダム～瀬戸石ダム直下区間) 

ダム下流(遙拝堰～荒瀬ダム区間) 

ダム下流(遙拝堰～荒瀬ダム区間) 



  

資料１－２－③ 土砂変動量の予測 （左岸先行スライス撤去案：ケースＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒瀬ダム下流 

（遙拝堰～荒瀬ダム区間の土砂変動量） 

荒瀬ダム上流 

（荒瀬ダム～瀬戸石ダム区間） 

・Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７及びＣ１０とも土砂変動の総量は概ね同じである。 

図１－１３参照 

・Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７及びＣ１０とも単年土砂変動量は、第４段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）が最大である。 

（流量が大きい時、土砂変動量は大きい。） 

図１－１４参照 

・Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７及びＣ１０とも土砂が大きく変動した以降、土砂変動量は小さい。 

図１－１３、図１－１４参照 

表１－４ 段階施工に伴う土砂変動量（ケースＣ） 

図１－１３ 荒瀬ダム上下流河道の土砂変動量予測結果（ケースＣ） 

荒瀬ダム堆砂域の単年度土砂変動量（左岸先行スライス撤去案（C案5,6,7,10段階））
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荒瀬ダム下流河道の単年度土砂変動量（左岸先行スライス撤去案（C案5,6,7,10段階））
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図１－１４ 荒瀬ダム上下流河道の単年度土砂変動量予測結果（ケースＣ）

１－７ 

ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開 ゲート全開

第１段階 第１段階 第１段階 第１段階
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第７段階 全撤去 第７段階 切厚=５ｍ

第８段階 切厚=６ｍ
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第１０段階 全撤去

右岸側に水位低下設備を２門設置し貯水位を低下させ、左岸側の門柱・越流部を先行して撤去する。
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図１－１５ ダム撤去手順（案）（ケースＢ） 

ゲート全開 第４段階
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資料１－２－④ 河床高の変化予測 （左岸先行スリット撤去案：ケースＡ） 

 

 

○ Ａ４、Ａ５、Ａ６及びＡ１０のいずれも、ダム上流の河床高は、撤去工事の進捗に伴い元河床高（ダム建設時の河床高）に近づいている。 

○ Ａ４、Ａ５、Ａ６及びＡ１０のいずれも、単年土砂変動量が最大である第３段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）で、河床高の変化が顕著である（流量が大きい時、河床高の変化が顕著

である）。 
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図１－１６（１） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＡ） 
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図１－１６（２） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＡ） 
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与奈久佐瀬野 

大 門 

与奈久



 

 

 

資料１－２－⑤ 河床高の変化予測 （右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 

 

○ Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６及びＢ１０のいずれも、ダム上流の河床高は、撤去工事の進捗に伴い元河床高（ダム建設時の河床高）に近づいている。 

○ Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６及びＢ１０のいずれも、単年土砂変動量が最大である第３段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）で、河床高の変化が顕著である（流量が大きい時、河床高の変化が顕著

である）。 
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図１―１７（１） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＢ） 

佐瀬野 

大 門 

与奈久

１－１０ 

（ダム直上流）
ダム建設以降から現在に至り、顕著に堆砂した所。
ダム撤去に伴う掃流力増加により河床が低下し、元
河床高に近づいていくと予測される。

（ダム直下流）
ダム建設以降から現在に至り、深掘れした所。
ダム撤去に伴う上流からの土砂供給により河床が
上昇し、ダム上流と一連の河床勾配になると予測さ
れる。

（与奈久上流）
ダム建設以降から現在に至り、顕著に堆砂した所。
ダム撤去に伴う掃流力増加により河床が低下し、
元河床高に近づいていくと予測される。
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大 門 

与奈久



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

9
k0

0
0

1
0
k0

0
0

1
1
k0

0
0

1
2
k0

0
0

1
3
k0

0
0

1
4
k0

0
0

1
5
k0

0
0

1
6
k0

0
0

1
7
k0

0
0

1
8
k0

0
0

1
9
k0

0
0

2
0
k0

0
0

2
1
k0

0
0

2
2
k0

0
0

2
3
k0

0
0

2
4
k0

0
0

2
5
k0

0
0

2
6
k0

0
0

2
7
k0

0
0

2
8
k0

0
0

標
高

(E
L
.m

)

元河床

現況河床

撤去1年後

撤去2年後

撤去3年後

撤去4年後

撤去5年後

撤去6年後

撤去7年後

年最大流量時水位（s57）

計画高水位

遙拝堰

荒瀬ダム

瀬戸石ダム

深水橋
13k320

坂本橋
16k810

葉木橋
21k060

鎌瀬橋
25k270

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

河
床

変
動

量
(m

)

撤去1年後 撤去2年後 撤去3年後

撤去4年後 撤去5年後 撤去6年後

撤去7年後

湛水区間 減水区間 湛水区間 流水区間流水区間

-150
-100
-50

0
50

100
150

川
幅

(m
)

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

9
k0

0
0

1
0
k0

0
0

1
1
k0

0
0

1
2
k0

0
0

1
3
k0

0
0

1
4
k0

0
0

1
5
k0

0
0

1
6
k0

0
0

1
7
k0

0
0

1
8
k0

0
0

1
9
k0

0
0

2
0
k0

0
0

2
1
k0

0
0

2
2
k0

0
0

2
3
k0

0
0

2
4
k0

0
0

2
5
k0

0
0

2
6
k0

0
0

2
7
k0

0
0

2
8
k0

0
0

標
高

(E
L
.m

)

元河床

現況河床

ゲート全開1年後

第1段階施工1年後

第2段階施工1年後

第3段階施工1年後

第4段階施工1年後

第5段階施工1年後

第6段階施工1年後

遙拝堰

荒瀬ダム

瀬戸石ダム

深水橋
13k320

坂本橋
16k810

葉木橋
21k060

鎌瀬橋
25k270

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

河
床

変
動

量
(m

)

ゲート全開1年後 第1段階施工1年後
第2段階施工1年後 第3段階施工1年後
第4段階施工1年後 第5段階施工1年後
第6段階施工1年後

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

9
k0

0
0

1
0
k0

0
0

1
1
k0

0
0

1
2
k0

0
0

1
3
k0

0
0

1
4
k0

0
0

1
5
k0

0
0

1
6
k0

0
0

1
7
k0

0
0

1
8
k0

0
0

1
9
k0

0
0

2
0
k0

0
0

2
1
k0

0
0

2
2
k0

0
0

2
3
k0

0
0

2
4
k0

0
0

2
5
k0

0
0

2
6
k0

0
0

2
7
k0

0
0

2
8
k0

0
0

標
高

(E
L
.m

)

元河床

現況河床
撤去1年後

撤去2年後

撤去3年後
撤去4年後

撤去5年後

撤去6年後

撤去7年後

撤去8年後

撤去9年後
撤去10年後

撤去11年後

年最大流量時水位（s57）
計画高水位

遙拝堰

荒瀬ダム

瀬戸石ダム

深水橋
13k320

坂本橋
16k810

葉木橋
21k060

鎌瀬橋
25k270

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

河
床

変
動

量
(m

)

撤去1年後 撤去2年後 撤去3年後
撤去4年後 撤去5年後 撤去6年後
撤去7年後 撤去8年後 撤去9年後
撤去10年後 撤去11年後

湛水区間 減水区間 湛水区間 流水区間流水区間

-150
-100
-50

0
50

100
150

川
幅

(m
)

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

9
k0

0
0

1
0
k0

0
0

1
1
k0

0
0

1
2
k0

0
0

1
3
k0

0
0

1
4
k0

0
0

1
5
k0

0
0

1
6
k0

0
0

1
7
k0

0
0

1
8
k0

0
0

1
9
k0

0
0

2
0
k0

0
0

2
1
k0

0
0

2
2
k0

0
0

2
3
k0

0
0

2
4
k0

0
0

2
5
k0

0
0

2
6
k0

0
0

2
7
k0

0
0

2
8
k0

0
0

標
高

(E
L
.m

)

元河床

現況河床

ゲート全開1年後

第1段階施工1年後

第2段階施工1年後

第3段階施工1年後

第4段階施工1年後

第5段階施工1年後

第6段階施工1年後

第7段階施工1年後

第8段階施工1年後

第9段階施工1年後

第10段階施工1年後

遙拝堰

荒瀬ダム

瀬戸石ダム

深水橋
13k320

坂本橋
16k810

葉木橋
21k060

鎌瀬橋
25k270

-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

河
床

変
動

量
(m

)

ゲート全開1年後 第1段階施工1年後 第2段階施工1年後
第3段階施工1年後 第4段階施工1年後 第5段階施工1年後
第6段階施工1年後 第7段階施工1年後 第8段階施工1年後
第9段階施工1年後 第10段階施工1年後

（１～１０段階施工） （１～６段階施工） 

図１―１７（２） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＢ） 
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佐瀬野 

大 門 

与奈久
佐瀬野 
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与奈久



 

 

 

資料１－２－⑥ 河床高の変化予測 （左岸先行スライス撤去案：ケースＣ） 

 

○ Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７及びＣ１０のいずれも、ダム上流の河床高は、撤去工事の進捗に伴い元河床（ダム建設時の河床高）に近づいている。 

○ Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７及びＣ１０のいずれも、単年土砂変動量が最大である第４段階（昭和５７年既往最大流量を当てた時）で、河床高の変化が顕著である（流量が大きい時、河床高の変化が顕著

である）。 
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図１－１８（１） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＣ） １－１２ 

（ダム直上流）
ダム建設以降から現在に至り、顕著に堆砂した所。
ダム撤去に伴う掃流力増加により河床が低下し、元
河床高に近づいていくと予測される。

（ダム直下流）
ダム建設以降から現在に至り、深掘れした所。
ダム撤去に伴う上流からの土砂供給により河床が
上昇し、ダム上流と一連の河床勾配になると予測さ
れる。

（与奈久上流）
ダム建設以降から現在に至り、顕著に堆砂した所。
ダム撤去に伴う掃流力増加により河床が低下し、
元河床高に近づいていくと予測される。
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（１～１０段階施工） （１～７段階施工） 

図１－１８（２） 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の予測結果（ケースＣ） 

１－１３ 

佐瀬野 
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与奈久



 

資料１－３ 撤去工事中のダム上下流域における河川状況の変化予測 

 

  

 左岸先行スリット撤去案（ケースＡ）と右岸先行スリット撤去案（ケースＢ）の撤去手順の違

いによる、ダム周辺の上下流域における河川状況の変化（河床高及び流向）を把握するため、２

次元河床変動解析モデルを用いて予測を行う。 

 

 

１ ２次元河床変動解析モデルの検証 

 

（１）検証モデルの設定条件      （資料１－３－①参照） 

 

（２）検証結果            （資料１－３－②参照） 

 

 

 

２ 撤去手順の違いによるダム上下流域の河川状況の変化予測 

 

（１）予測モデルの設定条件      （資料１－３－③参照） 

 

（２）河床高、流向の変化予測 （資料１－３－④～⑥参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１４ 



 

 

 

資料１－３－① 検証モデルの設定条件 

 

 ２次元河床変動解析モデルの検証計算は、土砂移動の活発な洪水時の短期的な河床変動につい

て再現計算を行い、洪水前後における河床高変化についてモデルの妥当性を検証する。 

 

表１－５ 検証条件の概要 

項 目 検 証 条 件 備 考 

対象区間 18.2k 地点～21.6k 地点（約 3.4k 区間） 荒瀬ダムをほぼ中央とする 

検証対象期間 平成 16 年 3月～平成 17 年 3 月 1 年間の主要洪水を抽出 

対象洪水 
平成 16 年 8月 30 日出水（ピーク流量：約 4,800m3/s） 

平成 16 年 9月 7日出水（ピーク流量：約 4,200m3/s） 

１次元計算結果より、土砂の動き始

める 2,000m3/s 以上を対象 

荒瀬ダム下流 平成 15 年度測量 50m ピッチ H16 年 3 月測量 
初期河道 

荒瀬ダム上流 平成 15 年度測量 200m ピッチ H16 年 3 月測量 

区分：6区分 

粗砂（1.30mm），細礫（3.08mm）， 

中礫（9.50mm），粗礫（37.7mm）， 

小石（106mm），玉石（212mm） 

・掃流砂対象 

・1次元モデルとの整合 

初
期
条
件 河床材料 

設定方法 １次元モデルの設定値と同様 H14 年度国交省調査 

下流端水位 １次元シミュレーションの計算水位（時刻水位） 下流端：18.2k 
上流端流量 洪水のみを対象とし荒瀬ダム地点の実績時刻流量 上流端：21.6k（下図参照） 
上流端 

流入土砂量 

1 次元のシミュレーション結果より粒径別通過流砂

量を時系列で上流端に与える 

1 次元モデルとの整合 

（下図参照） 

流入支川 考慮しない  

敷高 メッシュ河床高を敷高まで上げてモデル化 

境
界
条
件 

荒瀬ダム 
水位 ダム地点で実績水位を与える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１９ 上流端境界条件（１次元シミュレーション結果より） 

 

検証対象洪水の平成 16 年 8 月 30 日出水（台風 16 号）と平成 16 年 9 月 7 日出水（台風 18 号）

の２洪水より、１次元シミュレーション結果から土砂が移動し始める流量以上（概ね 2,000m3/s

以上）を抽出し、各々を連続して計 33 時間の洪水ハイドロを与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２０ メッシュ分割および河床高コンター図 
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荒瀬ダム 

１－１５ 



 

 

 

資料１－３－② 検証結果 

 

 

 荒瀬ダム上下流の主要地点における検証計算

結果を右図に示す。 

 

 

河床変動高について 

・ 実績の河床変動高にそれほど大きな差異は

みられないが、検証計算結果は湾曲部内岸側

の堆積及び外岸側での洗掘の傾向が、比較的

よく再現できている。 

 

 

平均粒径について 

・ 平均粒径の横断変化について、河床変動と対

応し、堆積箇所については平均粒径が小さく

なり、洗掘箇所については平均粒径が大きく

なる傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２１ 検証計算結果横断図 
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資料１－３－③ 予測モデルの設定条件 

 

 ダム撤去手順の違いに伴うダム周辺上下流域における河川状況の変化（河床高、水位及び流向）

を把握するため、２次元モデルを用いて予測シミュレーションを行う。 

 設定条件は以下のとおりである。 

表１－６ シミュレーション条件の概要 

項 目 シミュレーション条件 備 考 

対象区間 18.2k 地点～21.6k 地点（約 3.4k 区間） 検証対象区間と同様 

対象洪水 昭和 57 年 7月 25 日出水 既往最大 

初期河道 検証条件と同様  初期

条件 河床材料 検証条件と同様  

境界条件 １次元のシミュレーション条件、結果より設定  

敷高 メッシュ河床高を敷高まで上げてモデル化 撤去ケースに対応 
荒瀬ダム 

条件 完全越流の場合は、越流公式を用いる 荒瀬ダム：石井・藤本の式

検討撤去ケース 右岸先行撤去案（ケースＢ） ３段階撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２２ 対象洪水（昭和 57 年 7 月 25 日出水） 

 検証計算時と同様に、対象洪水の１次元シミュレーション結果から土砂が移動し始める流量以

上（概ね 1,500m3/s 以上）を抽出し、ダムの段階的な撤去手順も踏まえ以下のようにハイドロを

連続させて計 140 時間の洪水ハイドロを与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２３ 予測シミュレーションに用いる洪水ハイドロ条件 
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資料１－３－④ 河床高の変化予測 

 

（右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 時間後 
（第 1段階撤去） 

15 時間後 
（ピーク時） 

35 時間後 
（第２段階撤去） 

図１－２４（１） 河床高コンター図（右岸先行撤去（ケースＢ）） 

河道中央部に土砂
が堆積 

・ ダム下流域では、ダム撤去が進む過程で、

河道中央部に土砂が堆積するが、時間の経

過とともに、左岸側に土砂の堆積が進行し

砂州が形成される。 

・ ダム上流の右岸側みお筋からダム下流へ向

けてスムーズに土砂が流出する様子がわか

る。 

・ ダム上流域では、20/200 右岸、20/900 左岸

の湾曲部外岸部において洗掘が進行する。 
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（右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 時間後 
（ピーク時） 

70 時間後 
（全撤去） 

85 時間後 
（ピーク時） 

ダム下流の左岸側へ
土砂が進行 

図１－２４（２） 河床高コンター図（右岸先行撤去（ケースＢ）） 
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（右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 
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図１－２４（３） 河床高コンター図（右岸先行撤去（ケースＢ）） 

１－２０ 

ダム

左岸側へ土砂が進行 

左岸側へ土砂が進行 



１－２１ 

資料１－３－⑤ ダム直上下流の河床横断形状の変化予測 

 

・ ダム下流直近、ダム地点、ダム上流直近、ダム上流の横断図から、ダム撤去後の河床横断形状は、左岸側に土砂が堆積し、ほぼ安定した形状を示している。 

・ ダム撤去後、建設前の河床形状（左岸側に砂州が形成）に近づくことが予想される。 

   なお、参考までに１次元シミュレーション結果（中長期）の平均河床高を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２５ 河床横断形状の予測結果（右岸先行撤去（ケースＢ）） 
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資料１－３－⑥ 流向の変化予測 

 

（右岸先行スリット撤去案：ケースＢ） 
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図１－２６ 流速ベクトル図（右岸先行撤去（ケースＢ）） 

・ ダム全撤去後は円滑な流れとなっってい

る。 
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資料１－４ 撤去後の中長期における河川の変化予測 

  

ダム撤去後の中長期の経年的な河床高及び河床材料の変化予測は、以下のとおり。     

 

１ 河床高について 

○ ダム上流区間の河床高は、概ね撤去後１０年 

以降、河床高の変化は見られない。 

 

○ ダム下流区間の河床高は、概ね撤去後１０年 

以降、河床高の変化は見られない。 

 

 

２ 河床材料について 

○  ダム上流湛水区間は、ダム撤去に伴い河床低 

下し、撤去前に比べ粗粒化するが、元の河床材 

料に近づいていると予測される。 

 

○ ダム下流区間は、全体的に概ね変わらないこ 

とが予測される。 
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図１－２７ 荒瀬ダム上下流河道の水位・河床高の変化予測結果 
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荒瀬ダム下流河道

荒瀬ダム上流河道
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図１－２８ 河床材料の変化予測結果の選定位置 

１－２４ 図１－２９ 荒瀬ダム上下流河道の粒度分布の変化予測結果 

kumamoto
スタンプ



 

資料１－５ ダム撤去手順（案）の特徴整理 

 

 ダム撤去手順（案）の特徴は、以下のとおり。 

○ 撤去手順毎における土砂変動の特徴は、表１－８のとおり。 

○ 撤去手順毎における施工性及び経済性の特徴は、表１－９のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２５ 

表１－８ ダム撤去手順毎の特徴（土砂変動量、河床高及び河床材料等） 

１～４段階
（Ａ４）

１～５段階
（Ａ５）

１～６段階
（Ａ６）

１～10段階
（Ａ１０）

１～４段階
（Ｂ４）

１～５段階
（Ｂ５）

１～６段階
（Ｂ６）

１～10段階
（Ｂ１０）

１～５段階
（Ｃ５）

１～６段階
（Ｃ６）

１～７段階
（Ｃ７）

１～10段階
（Ｃ１０）

約１９万
ｍ3/年

約１５万
ｍ3/年

約１３万
ｍ3/年

約８万
ｍ3/年

約１７万
ｍ3/年

約１５万
ｍ3/年

約１３万
ｍ3/年

約８万
ｍ3/年

約１７万
ｍ3/年

約１３万
ｍ3/年

約１３万
ｍ3/年

約１３万
ｍ3/年

① 河床高の変化

② 河床材料

二次元
河床変動
解析

③ 横断形状

・流量が大きい時、単年土砂変動量は大きい。
・薄いスライス厚で、大量の土砂変動が生じ
る。

・ダム上流で、右岸側みお筋からダム下流へ向
けて、円滑に土砂が流出する。
・ダム直下流で、河道中央部に土砂が堆積し、
次第に左岸側に砂洲が形成されていく。

・ダム地点で、右岸側みお筋に沿ってダム下流
へ向けて、円滑な流れとなる。

・ダム上流の河床高は、ダム撤去工事の進捗に応じ元河床高（ダム建設時の河床高）に近づいている。

・ダム上流で、右岸側みお筋から左岸側へ向け
て、不自然に土砂が流出する。
・ダム直下流で、次第に左岸側に砂洲が形成さ
れていく。

・ダム地点で、右岸側みお筋から左岸側へ向か
う流れが生じ、ダム直下で複雑な流れとなる。

撤去後
（中長期）

中長期における河川の
変化予測
【資料１－２－①～③】

一次元
河床変動
解析

河床高の変化予測
【資料１－２－④】

土砂変動量の予測
【資料１－２－①～③】

・ダム建設時の河道形状（左岸に砂洲が形成）に近づき、ほぼ安定した形状を示している。

左岸先行スリット撤去（案）
ケースＡ

右岸先行スリット撤去（案）
ケースＢ

・流量が大きい時、単年土砂変動量が大きい。
・土砂変動量の差は、スリット幅の違いによる。

河床高の変化予測
【資料１－３－④】

水位及び流向の変化予測
【資料１－３－⑤】

二次元
河床変動
解析

工事中
（短期）

一次元
河床変動
解析

左岸先行スライス撤去（案）
ケースＣ

・ダム上下流区間の河床高は、概ね撤去後１０年以降、河床高の変化は見られない。

・ダム上流湛水区間は、ダム撤去に伴い河床低下し撤去前に比べ粗粒化するが、元の河床材料に近づいていると予測される。
・ダム下流区間は、全体的に概ね変わらないことが予測される。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－９ ダム撤去手順毎の特徴（施工性、経済性） 

１－２６ 

月
備
考

6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
4
5

非
出
水
期

工事工程

ケ
ー

ス
B

出
水
期

仮
設

設

置 越
流

部

撤

去撤
去

仮
設

設

置 越
流

部

撤

去撤
去

 

月
備
考

6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
4
5

ケ
ー

ス
A

出
水
期

非
出
水
期

工事工程

仮
設

設

置 越
流

部

撤

去撤
去

 縁切り 

既設ｼﾞｮｲﾝﾄ 

図１－３０－１ 縁切り作業 
図１－３０－２ 仮締切作業(ケースＡ,Ｃ） 

ケースＡ,Ｃ  

搬出路(盛土) 

小規模の盛土

ケースＢ   

搬出路(仮橋) 

図１－３０－３ 仮締切作業(ケースＢ） 

大型土のう等

１～４段階
（Ａ４）

１～５段階
（Ａ５）

１～６段階
（Ａ６）

１～10段階
（Ａ１０）

１～４段階
（Ｂ４）

１～５段階
（Ｂ５）

１～６段階
（Ｂ６）

１～10段階
（Ｂ１０）

１～５段階
（Ｃ５）

１～６段階
（Ｃ６）

１～７段階
（Ｃ７）

１～10段階
（Ｃ１０）

越流部撤去
作業

縁切り作業

仮設工 仮締切作業

越流部撤去
作業

縁切り作業

仮設工 仮締切作業

1.000 1.009 1.020 1.091 0.990 1.040 1.085 1.296 1.011 1.023 1.037 1.093
工事費比較

（Ａ４を１．０）

経
　
済
　
性

堤体撤去工

・６段階施工程度までは堤体撤去費は変わらないが、６段階施工を越えると、連続削孔等によ
  る縁切りが必要となるため工費が嵩む。

・「制御発破」が使用できるため安価である。

・施工段階が多くなっても、土工事のため仮設
  費は大きく嵩まない。

・施工段階が多くなれば、大型土のうや仮
  橋の設置・撤去の回数が多くなるため、仮
  設費が嵩む。

・施工段階が多くなっても、土工事のため仮設
  費は大きく嵩まない。

・左岸越流部撤去時において、
　  ① 上流仮締切はダム直上流の張り出し地
     形を利用して小規模な盛土で対応できる
    ② 施工ヤードからの搬出路は盛土で対応
　　 できる
　ことから、仮設の工程時間が短い。
　図１－３－２参照

・右岸越流部撤去時において、
　  ① 上流仮締切はダム直上流の張り出し地
     形を利用できないため大型土のうで対応
　　 する必要がある
　  ② 施工ヤードからの搬出路は、仮橋で対
　　 応する必要がある
　ことから、仮設の工程時間が長い。
　図１－３－３参照

・左岸越流部撤去時において、
　  ① 上流仮締切はダム直上流の張り出し地
     形を利用して小規模な盛土で対応できる
　　② 施工ヤードからの搬出路は盛土で対応
　　 できる
　ことから、仮設の工程時間が短い。

・「油圧くさび工法」等を使用する必要があ
  るため高価となる。

・施工段階に関係なく縁切りが伴わないため、
  撤去工費は変わらない。

左岸先行スライス撤去（案）
ケースＣ

堤体撤去工

施
　
工
　
性

左岸先行スリット撤去（案）
ケースＡ

右岸先行スリット撤去（案）
ケースＢ

・「油圧くさび工法」等を使用する必要があ
  るため効率性は低い。

・６段階施工程度までは既設のジョイントが利用できるが、６段階施工を越えると、連続削孔
  等による縁切りが必要となるため施工効率が低くなる。図１－３０－１参照

・破壊力の大きな「制御発破」が使用できるため効率的である。

・施工段階に関係なく、連続削孔等による縁
  切りは必要ない。

水叩き

水叩き



資料１－６ ダム本体の撤去範囲の検討 

  

ダム本体の撤去範囲の検討フロ－は、図１－３１のとおり。 

 

１ ダム本体の撤去範囲の検討  

（１）ダム建設前のダム周辺上下流の河床形状  

① 平面形状             （写真１－１参照） 

② 横断形状             （図１－３２参照） 

   

 

２ ダム本体の撤去範囲（案）       （資料１－６－①参照）  

図１－３１ ダム撤去範囲の検討フロー 
 昭和 23 年当時 

イカダのサオが届かないぐらい（６

ｍ程度）深かった 
現ダム位置

(19/910) 

白瀬が立っていた 

瀬肩からは瀬尻にいるイカダ船頭が見えなかっ

たぐらいの落差であった 

人頭大の石であった 

ダム地点左岸は、 

洲が連続していた 

写真１－１ ダム建設前のダム周辺状況 

・左岸側に洲があり、右岸側が流水路（みお筋）である。 

・みお筋の河床高は、下流水叩き板の上面高さ（T.P１４．０ｍ）とほぼ同じである。 

図１－３２ ダム建設前の横断形状（上流面） 

１－２７ 

ダム建設前のダム周辺上下流の河床形状調査

 ・平面、横断及び縦断形状

ダム本体の撤去範囲（案）

河床変動解析による
中長期的な予測計算

ダム本体の撤去範囲の検討における基本的な考え

 ①治水及び河川環境を考慮した撤去範囲

 ②中長期的に安定する河道形状を考慮した撤去範囲

 ③堤体の左右岸袖部の撤去に際して、地域の重要な
幹線道路の交通障害等を考慮した撤去範囲
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資料１－６－① ダム本体の撤去範囲（案） 

 

ダム本体の撤去範囲は、ダム建設前の河道状況や予測計算（縦断形状及び横断形状） 

を踏まえ、以下のとおりとする。 

 

１ ダム本体の撤去範囲（案） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討項目 検討の結果 

① 流況 ・ダムが無い流況（水位、流量）になる。 

② 河川環境面 

③ 中長期的な 

安定河道形状 

・ダム撤去後の河床高は、ダム建設当時の河床高（元河床高）よりも低

くならないことが予測されることから、元河床高以下の堤体コンクリ－

トを残存させることを基本とする。なお、将来、残存させた堤体コンク

リートが露頭しない等、さらに詳細な検討を踏まえ撤去範囲を決定する。

④ 左右岸道路の 

交通障害等 
・道路下に埋設されている遮水壁部の堤体コンクリートを、残存させる。

図１－３５ 大出水後のダム地点横断形状 

１－２８ 

図１－３３ ダム本体の撤去範囲（案）

図１－３４ ダム上下流河道の平均河床高変化予測結果 

ダム地点（19.91k）

10

15

20

25

30

35

40

45

0 50 100 150 200

距離(m)　→
標

高
(T

.P
.m

)　
→

河床高（右岸先行撤去案：140時間後）

初期河床高（ダム現況）

ダム全撤去断面

元河床高

・ダム建設時の河床高に近づく。

ダム本体の撤去範囲（案） 

ダム地点におけるダム建設当時の河床高を基本高さとする。 

（今後、詳細な検討を進める） 



 

資料１－７ ダム撤去方針（案）の検討 

 

 

１ ダム撤去手順（案） 

○ 右岸先行スリット撤去（案）とする。 

   理由：① ダム建設当時の右岸側みお筋の河川流況に、自然に早く近づけるため。 

        （左岸先行撤去は、撤去工事中、ダム直上流で土砂が不自然に流下するこ

とが懸念される。） 

② スライス案に比べ、施工が効率的である。 

（経済性にやや劣るが、左岸側の撤去範囲を考慮することにより、費用の

軽減が見込める。） 

 

２ ダム本体の撤去範囲（案） 

○ ダム建設当時の河床高を、撤去高さの基本高さとする。 

理由：① ダム撤去後は、左岸側に土砂が堆積し砂州が形成され、河床高はダム建設

時よりも低くならないことが予測されるため。 

   ＊ 今後、詳細な検討を進める。 

 

３ 今後の検討 

今後、河川への影響や砂礫の処理を踏まえ、ダム撤去期間の検討を行う。また、その検

討結果に基づき、ダム撤去手順（案）及びダム撤去範囲（案）について、具体的かつ詳細

な検討を行う。 

 

 

１－２９ 

図１－３６ ダム撤去手順（案） 

 ゲート全開

 第１段階

 第２段階

 第３段階

 全撤去
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右岸先行スリット撤去（案）
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図１－３７ ダム撤去範囲（案） 



議事（２）砂・礫の処理方針（案）について

ダム撤去にあたって、河川環境への影響が最も最小限となるよう、ダム内に堆積してい

る砂・礫の除去量や除去方法、処理方法等を検討し、適切な処理方針を策定する。

、 、 。 （ ）なお シルトについては ダム撤去までに除去することとしている 土砂処理方針 案

の検討フローは、図２－１のとおり。

１ 砂・礫の土砂量と分布状況（資料２－１参照）

２ 砂・礫の土砂処理方針（案）の検討

（１）右岸先行スリット撤去（案）の土砂流下予測

ダム撤去に伴い、ダム上流区間は浸食傾向、ダム下流区間は堆積傾向となるが、概

ね撤去後１０年で、ダム上下流は安定的な河床になると予測される。また、その河床

高はダム建設時の河床高に近づくと予測される。

（２）今後の検討

下流への土砂供給を図るため、ダム内に堆積している砂・礫は自然に下流へ流下さ

せることを基本とするが、今後、下流河川への影響も踏まえた検討を行う。

資料２

（１）検討の進め方

（２）ダム内堆積土砂の現状把握

（３）ダム内堆積土砂の整理

区 分 堆積量 整理

泥土（シルト） １５６，６４３ ダム撤去までに除去m3

砂 １２１，５８９ 自然流下又は除去m3

3礫 ７８９，３６６ m

（４）除去方法及び処理方法の検討

（５）砂・礫の除去・処理方法 （６）泥土（シルト）の除去・処理方法

① 土砂量と分布状況 ① 土砂量と分布状況

② 河床変動解析による予測 ② 除去方法（案）

（ダム撤去に伴う土砂流下） ・除去の時期：ダム水位の低下時期

・施工方法 ：陸上施工による掘削

自 及び運搬

然 除 除去方法（案） ③ 処理方法（案）

流 去 ・除去した泥土（シルト）は河川外

下 処理方法（案） へ搬出するが、できる限り有効活

用を図る。

（７）土砂処理方針（案）

図２－１ 土砂処理方針（案）の検討フロー

２－１



資料２－１ 砂・礫の土砂量と分布状況

（１）砂、礫の土砂量と分布状況

自然流下及び除去する砂、礫の分布状況は、図２－２のとおり。

また、特に堆積量の多い佐瀬野地区の分布状況は、図２－３のとおり。

シルト

砂

礫

荒瀬ダム

【 】No.2

【 】No.2+120

【 】No.3

図２－３ 佐瀬野地区の堆積状況（平面図、横断図）

⑧

ダム鎌瀬～瀬戸石

3ｼﾙﾄ 0m
3砂 0m
3礫 136,560m

⑦
⑧

鉄橋～鎌瀬

3ｼﾙﾄ 0m
3砂 15,938m
3礫 32,381m

⑥
⑦

～鉄橋与奈久の砂浜

3ｼﾙﾄ 0m
3砂 26,186m
3礫 179,215m

⑥ ⑤

与奈久の砂浜

3② ｼﾙﾄ 0m
3佐瀬野 砂 3,163m

3 3ｼﾙﾄ 礫82,878m 23,668m⑤

砂 ④63,082m3

与奈久の砂浜礫 佐瀬野～157,301m3

3① ③ ｼﾙﾄ
④

2,845m
3ダム～佐瀬野 砂 10,360m

3 3ｼﾙﾄ 礫3,004m 79,555m
②

砂 ③2,853m3

礫 百済来川103,971m3

3① ｼﾙﾄ 67,916m
3荒瀬ダム 砂 0m
3礫 76,715m

図２－１ 砂、礫の土砂量と分布状況

２－２



議事（３）ダム撤去に係る環境変化の予測及び評価の実施等について

河川環境に配慮したダム撤去となるよう、現況調査（平成１６年４月～平成１７年３月

実施）の結果を踏まえ、ダム撤去に係る環境変化の予測及び評価を行い、必要に応じてダ

ム撤去工事に係る環境保全措置やモニタリング計画を検討する。

なお、ダム撤去に係る環境調査の検討フローは、図３－１のとおり。

１ 予測及び評価

（１）今回の検討項目（７項目） （資料３－１参照）

大気汚染、悪臭、騒音、振動、水象（地下水位 、水質（ｐＨ、ＢＯＤ、ＴＮ、）

ＴＰ、水温 、底質（成分））

（２）次回の検討項目（８項目）

水象、水質（ＳＳ 、底質（粒度組成 、動物、植物、生態系、景観、廃棄物） ）

２ 今後の検討

今後、全ての検討項目について予測・評価を行い、ダム撤去に係る環境保全措置及び

モニタリング計画（案）を策定する。

資料３

図３－１ ダム撤去に係る環境調査の検討フロー

３－１

土
砂
処
理
方
針

ダ
ム
撤
去
工
法

　①　環境保全措置の検討

　②　モニタリング計画の検討

ダム撤去計画（案）

　②　調査区域

　③　調査方法

現況調査

予測・評価の実施

予測及び評価方法の整理

環境保全措置及びモニタリング計画（案）の策定

ダム撤去に係る環境調査の進め方

文献調査等

調査方法の検討

　①　調査項目



資料３－１ 予測及び評価の実施 

 

１ 予測及び評価の実施に当たっての前提条件等 

（１）予測の対象時期 

① ダム撤去工事中 

② ダム撤去後 

（２）予測手法 

    ① 定量的な予測 

② 環境現況調査結果や事例の引用等に基づく予測 

（３）予測地点 

① 代表的な地点 

② 特に環境の変化が起こるおそれがある地点 

③ 保全対象への影響を把握できる地点 

（４）工事中の影響を予測するためのダム撤去手順 

   ①「右岸先行スリット案（１～４段階）」の工事計画に基づき予測を行う。 

 

２ 予測及び評価の実施 

    予測及び評価結果等については、表３－１のとおり。 
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図３－２ 予測及び評価の検討フロー 

予測の実施

【予測項目】　※赤書は今回実施項目
 ①大気汚染　　　　　　　　　　 ⑦底質（成分,粒度組成）
 ②悪臭　　　　　　　　　　　　 ⑧動物
 ③騒音　　　　　　　　　　　　 ⑨植物
 ④振動　　　　　　　　　　　　 ⑩景観
 ⑤水象（水象、地下水位）　　　 ⑪生態系
 ⑥水質（pH,BOD,TN,TP,水温,SS） ⑫廃棄物

予測の不確実性がある
ダム撤去による環境の変化の有無

なし あり

環境保全措置の検討

効果に係る知見

不十分十分

モニタリングの検討

評価の実施

環境保全措置及びモニタリング計画（案）の策定



表３－１（１）　予測及び評価結果

予測時期 予測地点 予測手法・使用した主なデータ等

大気
汚染

粉じん
道の駅坂本及び地域福祉セン
ターにおいて、参考値を満足
した（異常値は除く）。

工事中
地域福祉セン
ター
荒瀬集落

現況調査結果に基づく定量的な予測
（拡散計算）

・風向・風速の調査結果
・撤去手順Ｂ案（４年）

地域福祉センターにおける降下ばいじんの寄与

量は、最大で0.08t/km
2
/月（秋季）、荒瀬集落

における降下ばいじんの寄与量は、最大で

6.66t/km
2
/月（冬季）と予測され、「面整備事

業環境影響評価マニュアル」（平成11年　建設

省都市局監修）の参考値（10t/km
2
/月）を下回

る。

なし なし

建設機械の稼動による降下ばいじん
の寄与分は参考値を下回るため、ダ
ム撤去による粉じん等の影響は回避
されていると評価する。

資料３-１-１

悪
臭

特定悪臭物質（硫化水素）は
定量下限値未満で規制基準を
満たしていた。
臭気指数は、規制基準（臭気
強度2.5に対応する値）を満
たしていた。

工事中
撤去後

百済来川合流
点付近

現況調査結果に基づく予測

・悪臭の調査結果
・底質の調査結果

悪臭現況調査結果から、ダム撤去工事中及び撤
去後の水位低下によって、悪臭が発生する可能
性は低いと予測される。

なし なし

ダム撤去工事中及び撤去後に悪臭が
発生する可能性は低いと予測される
ため、ダム撤去による影響は回避さ
れていると評価する。

資料３-１-２

建設機械
の稼動

工事中
地域福祉セン
ター
荒瀬集落

現況調査結果に基づく定量的な予測
（音の伝搬理論に基づく予測式）

・地域福祉センターにおける一般環
　境騒音の調査結果
・撤去手順Ｂ案（４年）
　（建設機械の種類、台数）

建設機械の稼働による地域福祉センターの騒音
レベルは54.1dBであり、荒瀬集落では77.6dBと
予測され、「騒音規制法」における特定建設作
業に伴って発生する騒音の規制に関する基準値
（85dB）を下回る。

なし なし
建設機械の稼動による騒音は基準値
を下回ると予測されることから、影
響は回避されていると評価する。

資料３-１-３（１）

工事用車
両の走行

工事中 荒瀬集落

現況調査結果に基づく定量的な予測
（音の伝搬理論に基づく予測式）

・道の駅坂本における道路交通騒音
　の調査結果
・工事用車両が走行すると想定され
　る国道219号における走行速度、
　交通量、道路断面
・撤去手順Ｂ案（４年）
　（工事用車両の種類、台数）

工事用車両の走行による荒瀬集落の騒音レベル
は67.0dBと予測され、騒音に係る環境基準
（70dB）を下回る。

なし なし
工事用車両の走行による騒音は基準
値を下回ると予測されることから、
影響は回避されていると評価する。

資料３-１-３（２）

低周波音

荒瀬ダムからの放流量が990

～1,290m
3
/sの時、100Hz以下

の低周波音圧レベルは、64.5
～65.8dBであった。本調査結
果は市街地における一般的な
低周波音の値に含まれること
から、現況においてダムから
の放流に伴う低周波音の影響
は生じていないと考えられ
た。

撤去後 荒瀬集落
現況調査結果に基づく予測

・低周波音圧レベルの調査結果

現況調査結果から、ダム撤去後はダムによる落
差がなくなるため、荒瀬ダム地点における発生
音がなくなると予測される。

なし なし

ダム撤去によって荒瀬ダム地点にお
ける発生音がなくなると予測される
ことから、影響は回避されていると
評価する。

資料３-１-３（３）

振
　
動

建設機械
の稼動

地域福祉センター及び道の駅
坂本において、規制基準を満
足した。

工事中
地域福祉セン
ター
荒瀬集落

現況調査結果に基づく定量的な予測
（振動の伝搬理論に基づく予測式）

・地域福祉センターにおける一般環
　境振動の調査結果
・撤去手順Ｂ案（４年）
　（建設機械の種類、台数）

建設機械の稼動による地域福祉センターの振動
レベルは30dB未満、荒瀬集落では44.0dBと予測
され、「振動規制法」における特定建設作業に
係る振動の規制に関する基準値（75dB）を下回
る。

なし なし

建設機械の稼動による振動は規制基
準を下回ると予測されることから、
影響は回避されていると考えられ
る。

資料３-１-４（１）

３－３

備　　考予測結果（概要） モニタリング環境保全措置 評価結果及び対応（概要）

予測条件等

項　目 現況調査結果（概要）

地域福祉センター及び道の駅
坂本において、環境基準を満
足した。

騒
音



表３－１（２）　予測及び評価結果

予測時期 予測地点 予測手法・使用した主なデータ等

振
　
動

工事用車
両の走行

地域福祉センター及び道の駅
坂本において、要請限度を満
足した。

工事中 荒瀬集落

現況調査結果に基づく定量的な予測
（振動の伝搬理論に基づく予測式）

・道の駅坂本における道路交通振動
　の調査結果
・工事用車両が走行すると想定され
　る国道219号における走行速度、
　交通量、道路断面
・撤去手順Ｂ案（４年）
　（工事用車両の種類、台数）

工事用車両の走行による荒瀬集落の振動レベル
は44.7dBと予測され「振動規制法」における道
路交通振動の要請限度（65dB）を下回る。

なし なし

工事用車両の走行による振動は要請
限度を下回ると予測されることか
ら、影響は回避されていると考えら
れる。

資料３-１-４（２）

水
象

地下水位
荒瀬ダムの水位変動と同調し
て、周囲の井戸の水位が変動
した。

工事中
撤去後

葉　木
与奈久
西鎌瀬

現況調査結果に基づく予測

・井戸内水位の調査結果

現況調査結果から、荒瀬ダム撤去工事中及び撤
去後の水位低下に伴い、井戸内の水位も低下す
ると予測される。

【ダム撤去前】
ダム水位低下期間において井戸の水
位等に変化が見られれば、給水作業
等を実施する。
【ダム撤去後】
ダム撤去工事中以降の井戸の対応に
ついては、利用者や関係機関と協議
しながら検討を進める。

資料３-１-５

ｐＨ

夏季にダム湖の表層で環境基
準を超える高い値を示した
が、それ以外は環境基準を満
足した。

工事中

現況調査結果に基づく予測

・撤去手順Ｂ案（４年）
　（コンクリート破砕状況）
・ｐＨの現況調査結果

現況調査結果から、工事の実施による道の駅坂
本、坂本橋におけるｐＨの変化はほとんどない
と予測される。

なし なし
工事の実施に伴うｐＨの変化は小さ
いと予測されることから、影響は回
避されていると評価する。

資料３-１-６（１）

ＢＯＤ

夏季にダム湖で高い値を示し
た。
河川では、環境基準を超過す
る地点はみられなかった。

撤去後
ダム撤去後の道の駅坂本、坂本橋におけるＢＯ
Ｄの平均値は0.65mg/Lで、現況より若干低下す
ると共に環境基準を満足すると予測される。

なし なし
ダム撤去後のＢＯＤの変化は小さい
と予測されることから、影響は回避
されていると評価する。

資料３-１-６（２）

ＴＮ
6～8月及び1～2月に高い値を
示したが、その他は概ね0.5
～0.7mg/L程度であった。

撤去後
ダム撤去後の道の駅坂本、坂本橋におけるＴＮ
の平均値は0.67mg/Lで、現況より若干上昇する
が変化は小さいと予測される。

なし なし
ダム撤去後のＴＮの変化は小さいと
予測されることから、影響は回避さ
れていると評価する。

資料３-１-６（３）

ＴＰ

8月の出水後に一部の地点で
高い値を示したが、その他は
概ね0.02～0.06mg/L程度で
あった。

撤去後
ダム撤去後の道の駅坂本、坂本橋におけるＴＰ
の平均値は0.04mg/Lで、現況より若干上昇する
が変化は小さいと予測される。

なし なし
ダム撤去後のＴＰの変化は小さいと
予測されることから、影響は回避さ
れていると評価する。

資料３-１-６（４）

水温
7月に最も高く（24～
29℃）、1月に最低（7～
11℃）であった。

撤去後
現況調査結果に基づく予測

・水温の現況調査結果

現況調査結果から、ダム撤去後の道の駅坂本、
坂本橋における水温の変化はほとんどないと予
測される。

なし なし
ダム撤去後の水温の変化は小さいと
予測されることから、影響は回避さ
れていると評価する。

資料３-１-６（５）

底
質

成分

ＣＯＤ、硫化物、強熱減量、
ＴＮ、ＴＰは、一般的な値で
あった。
農薬関係項目、有害物質項目
は、土壌汚染基準を満足し
た。

工事中
撤去後

道の駅坂本

現況調査結果に基づく予測

・底質の現況調査結果
・荒瀬ダム内の土砂処理方法

現況調査結果から、ダム撤去工事中及び撤去後
の道の駅坂本における底質の成分の変化はほと
んどないと予測される。

なし なし

ダム撤去工事中及び撤去後の底質
（成分）の変化は小さいと予測され
ることから、影響は回避されている
と評価する。

資料３-１-７

３－４

環境保全措置 モニタリング 評価結果及び対応（概要） 備　　考

道の駅坂本
坂本橋

現況調査結果に基づく定量的な予測
（単純混合式）

・ＢＯＤ、ＴＮ、ＴＰの調査結果
・流量の調査結果

予測条件等

予測結果（概要）

水
質

項　目 現況調査結果（概要）



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【その他の項目】

【予測地点位置図】

３－５

　工事中の対策として散水等を行い、粉じん発生の低減に努める。

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

○予測結果
　地域福祉センターにおける降下ばいじんの寄与量は、秋季に０．０８ｔ／ｋ㎡／月、冬季に
０．０６ｔ／ｋ㎡／月と予測される。
　荒瀬集落における降下ばいじんの寄与量は、秋季に５．５９ｔ／ｋ㎡／月、冬季に６．６６ｔ／ｋ
㎡／月と予測される。

○評価結果
　地域福祉センター及び荒瀬集落における建設機械の稼動による降下ばいじんの寄与分は、「面整備
事業環境影響評価マニュアル」（平成１１年　建設省都市局監修）の参考値（１０ｔ／ｋ㎡／月）を
下回るため、ダム撤去による粉じんの影響は回避されていると評価する。

　　拡散計算により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。
　
　　　・地域福祉センターにおける風向・風速の現況調査結果（図３－３、表３－２参照）
　　　・工事計画の整理（表３－３参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※暫定的な施工計画によるものである。

　資料３－１－１　「大気汚染」（粉じん）

【予測条件等】

　　荒瀬ダムに最も近接した集落内に位置する配慮すべき施設である「地域福祉センター」及び建設
　機械の稼動位置に近接する「荒瀬集落」とした。

　　予測対象時期は、降下ばいじんの発生が最大となる工事開始後８～９ヶ月目の仮設工とした。
　（主な工事は、路体・路床盛土、掘削・積込）

図３－３　地域福祉センターにおける風向の現況調査結果

表３－４　降下ばいじんの寄与量の予測結果

図３－４　大気汚染（粉じん）予測地点位置図

calm（静穏率）は0.4m/s以下の風速の出現割合を示す

単位：m/s

風向

時　期

春季（3,4,5月） 1.0 1.2 1.0 1.1 0.9 1.1 1.0 0.9 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.8 0.8 0.9 0.9

夏季（6,7,8月） 1.0 1.1 0.9 1.0 0.9 0.9 1.1 1.1 1.0 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.8 0.8 0.8

秋季（9,10,11月） 1.0 1.0 0.9 0.8 0.9 1.7 1.5 0.9 0.8 0.7 0.7 0.6 0.6 0.8 0.8 0.9 0.9

冬季（12,1,2月） 0.9 1.0 1.2 0.9 0.7 0.9 0.8 0.9 0.8 0.8 0.7 0.6 0.6 0.7 0.7 0.8 0.8

年　間 1.0 1.1 1.0 1.0 0.9 1.1 1.1 1.0 0.8 0.7 0.7 0.6 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9

平均W WNW NW NNWS SSW SW WSWE ESE SE SSEN NNE NE ENE

表３－３　予測対象時期における月別工事日数

●

荒瀬ダム

地域福祉センター
荒瀬集落 0  100   200    400

表３－２　地域福祉センターにおける風速の現況調査結果

単位：日 

平 成 22 年 度 

秋 季 冬 季 春季 

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 ユニット 

6 ヶ月

目 

7 ヶ月

目 

8ヶ月

目 

9 ヶ月

目 

10ヶ月

目 

11ヶ月

目 

12ヶ月

目 

路体・路床盛土   19 19    

掘削・積込   19 19    

 

単位：t/km2/月 

 春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

地域福祉センター ― ― 0.08 0.06 

荒瀬集落 ― ― 5.59 6.66 
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　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【その他の項目】

【予測地点位置図】

３－６

　資料３－１－２　「悪臭」

【予測条件等】

　　シルトが多く堆積している「百済来川合流点付近」とした。

【予測及び評価結果】

　　予測対象時期は、荒瀬ダムの水位が低下し河床が露出する工事中と、荒瀬ダム湛水区間が消失
  するダム撤去後とした。

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　ダム撤去工事着手前までに、ダム内に堆積したシルトは可能な限り除去する。

○予測結果
　現況調査結果から、冬季の荒瀬ダム水位低下時には悪臭の発生は確認されなかった。また、ダム内
に堆積したシルトはダム撤去工事着手前までの冬季において除去する計画であり、除去工事中及びダ
ム撤去後に悪臭が発生する可能性は低いと予測される。

○評価結果
　ダム撤去工事中及び撤去後に悪臭が発生する可能性は低いため、影響は回避されていると評価す
る。

　　悪臭の現況調査結果及び施工計画などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。
　
　　　・悪臭の現況調査結果（表３－５、表３－６参照）

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

図３－５　悪臭予測地点位置図

表３－６　悪臭の現況調査結果（踏査結果）

時期 調査日 気象状況 悪臭の状況 備 考 

夏季 平成 16年 

8 月 25 日 

晴れ 

（気温 32.5℃） 

発生していない 7 月 7 日～8 月 18 日にかけて 7

回踏査したが、悪臭の発生は確

認されなかった。 

冬季 平成 17年 

2 月 23 日 

晴れ 

（気温 15.8℃） 

発生していない 荒瀬ダム水位低下時 

 

 

悪臭 調査地
百済来川合流点付近 

0   100    200     400

表３－５　悪臭の現況調査結果（分析結果）

平成17年8月25日11:45 平成17年2月23日11:45

硫化水素 ppm 定量下限値(0.002)未満 定量下限値(0.002)未満 0.02

臭気指数 － 定量下限値(10)未満 定量下限値(10)未満 10

風　速 ｍ/s 0.5 0.5

気　温 ℃ 32.5 15.8

湿　度 ％ 59 54

天　気 － 晴れ 晴れ

規制基準※

－

　・臭気指数の規制基準は「悪臭防止法に基づく規制地域の指定及び規制基準」の設定における規制基
　　準値を示す。
　・臭気強度の規制基準は2.5であり、それに対応する臭気指数は10～15であることから、臭気指数の

　　規制基準は10とした。

※・硫化水素の規制基準は「悪臭防止法に基づく規制地域の指定及び規制基準」の設定における規制基
　　準値を示す。

調査項目 単位
調査実施日



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の概要】

【モニタリングの概要】

【その他の項目】

　工事中の対策として、低騒音型建設機械を採用する等、騒音の発生防止・低減に努める。

【予測地点位置図】

３－７

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　　音の伝搬理論に基づく予測式により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。

　　　・地域福祉センターにおける騒音の現況調査結果（表３-７、図３-６参照）
　　　・工事計画の整理（図３-７）

○予測結果
　騒音レベルが最大となる時期の地域福祉センターの騒音レベルは５４．１ｄＢ（Ａ）であり、荒瀬
集落では７７．６ｄＢ（Ａ）と予測される。また、これらの予測結果は、「騒音規制法」における特
定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準値（８５ｄＢ（Ａ））を下回る。

○評価結果
　建設機械の稼動による騒音は基準値を下回ることから、影響は回避されていると評価する。

　資料３－１－３(１) 騒音 (建設機械の稼動による騒音)

【予測条件等】

　　予測対象時期は、建設機械の稼動が最大となる工事開始後７～８ヶ月目の仮設工とした。
　（主な工事は、路体・路床盛土、掘削・積込）

　　荒瀬ダムに最も近接した集落内に位置する配慮すべき施設である「地域福祉センター」及び建設
　機械の稼動位置に近接する「荒瀬集落」とした。

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。表３－７ 一般環境騒音の現況調査結果

図３－６ 調査地点別騒音経時変化
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図３－７ 建設機械の稼動による騒音の合成値（パワーレベル）
図３－８ 建設機械の稼動による騒音予測地点位置図

●

荒瀬ダム

地域福祉センター
荒瀬集落 0  100   200    400

表３－８ 予測結果

単位：dB(A)

予測地点 将来（昼間） 規制基準※

地域福祉センター 54.1

荒瀬集落 77.6

※：特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準値を示
　　す。

85

単位：dB(A)

※：騒音に係る環境基準（Ｂ類型：主として住居の用に供される地域）を示す。

地域の区分
等価騒音レベル

（LAeq）

道路から離れた地
域（B類型）

　　　　　区分

地点名

地域福祉
センター

環境基準※

5542.5

50
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施工時期（ヶ月目）

騒
音
（
d
B
）

建設機械の稼働が最大となる時期
（稼働するすべての建設機械の合成パワーレベルが最大となる時期）



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　　荒瀬ダムに最も近接する「荒瀬集落」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の概要】

【モニタリングの概要】

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

【予測地点位置図】

３－８

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　資料３－１－３(２) 騒音 (工事用車両の走行)

【予測条件等】

　　予測対象時期は、工事用車両が走行する時期とした。

○予測結果
　工事用車両が走行する時期の荒瀬集落の騒音レベルは、６７．０ｄＢ（Ａ）と予測され、環境基準
（７０ｄＢ（Ａ））を下回る。

○評価結果
　工事用車両の走行による騒音は環境基準（７０ｄＢ（Ａ））を下回ると予測されることから、影響
は回避されていると評価する。

　　音の伝搬理論に基づく予測式により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。

　　　・道の駅坂本における騒音の現況調査結果（表３-９、図３-９参照）
　　　・工事計画の整理（表３-１０）

表３－９ 道路交通騒音の現況調査結果

図３－９ 調査地点別騒音経時変化

表３－１０ 予測対象時期における将来交通量

表３－１１ 予測結果

図３－１０ 工事用車両の走行による騒音予測地点位置図

荒瀬ダム

●

荒瀬集落
0  100   200    400

工事用
車両交
通量

工事用
車両交
通量

大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 大型Ⅰ 小型
1 6:00～7:00 19 92 19 92 32 30 32 30

2 7:00～8:00 33 229 33 229 52 190 52 190
3 8:00～9:00 46 160 4 50 160 47 117 4 51 117
4 9:00～10:00 55 91 4 59 91 55 123 4 59 123
5 10:00～11:00 71 86 4 75 86 47 115 4 51 115

6 11:00～12:00 61 104 4 65 104 46 92 4 50 92
7 12:00～13:00 57 87 57 87 25 79 25 79
8 13:00～14:00 85 86 4 89 86 33 99 4 37 99
9 14:00～15:00 68 118 4 72 118 35 84 4 39 84

10 15:00～16:00 58 113 4 62 113 33 111 4 37 111

11 16:00～17:00 70 129 4 74 129 31 87 4 35 87
12 17:00～18:00 38 177 38 177 23 185 23 185
13 18:00～19:00 39 119 39 119 22 124 22 124
14 19:00～20:00 21 87 21 87 8 91 8 91

15 20:00～21:00 20 57 20 57 13 79 13 79
16 21:00～22:00 15 33 15 33 11 40 11 40
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予測時期の
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道の駅坂本

※：騒音に係る環境基準（幹線交通を担う地域）を示す。

　　　　　区分

地点名
地域の区分

等価騒音レベル
（LAeq）

幹線交通を担う地
域

環境基準
※

7066.0

単位：dB(A)

予測地点 将来（昼間） 環境基準※

荒瀬集落 67.0 70

※：騒音に係る環境基準（幹線交通を担う地域）を示す。



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　　荒瀬ダムに近接する「荒瀬集落」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の概要】

【モニタリングの概要】

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

【その他資料等】

【予測及び評価結果】

３－９

○予測結果
・既存資料※1によると、一般環境中に存在する低周波音圧レベルは、市街地で約５５～９０ｄＢ、
　工場周辺で約７０～１００ｄＢ、道路で約７０～９０ｄＢであり、これらの低周波音では人体に
　及ぼす影響を証明し得るデータは得られなかった」とされている。本調査結果の６４．５～
　６５．８ｄＢは市街地の値に含まれる。
・Ｇ特性については、最大でも３８．５ｄＢであり、既存資料※2に記載されている感覚閾値（人が
　低周波音を感じ始める値）である「Ｇ特性１００ｄＢ」を大きく下回った。

・建具ががたつきはじめる音圧レベルは図３-１１に示すとおりであり、本調査結果では建具のがた
　つきは起こらないと考えられる。
　これらのことから、現況調査で対象にした流量においては、低周波音による影響はほとんどないと
　考えられる。また、ダム撤去後はダムによる落差がなくなるため、荒瀬ダム地点における発生音は
　なくなると予測される。

○評価結果
　ダム撤去によって放流による発生音がなくなると予測されることから、影響は回避されていると評
価する。

※1：「低周波空気振動調査報告書」（環境庁大気保全局、１９８４）
※2：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁大気保全局、２０００）

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　資料３－１－３(３) 騒音 (低周波音)

【予測条件等】

　　予測対象時期は、ダム撤去後とした。

　　現況調査結果などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。

　　　・低周波音圧レベルの現況調査結果（表３-１２、表３－１３）

表３－１２ 低周波音圧レベル（平坦特性）の現況調査結果

図３－１２ 低周波音予測地点位置図

※調査は、荒瀬ダムからの放流量が９９０～１，２９０ｍ
３
／ｓの時に実施した。

　AP値：オールパス値

荒瀬ダム

●

荒瀬集落
0  100   200    400

11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

25 33.6 34.5 34.8 30.7 27.0 31.2

31.5 29.2 34.1 32.9 29.5 34.2 24.3

40 35.4 35.6 33.4 30.5 31.7 35.3

50 47.3 41.9 40.3 32.5 35.5 32.4

63 54.5 46.2 43.1 37.8 40.2 40.4

80 45.0 44.4 41.0 38.2 39.6 43.5

100 46.5 41.3 39.2 38.1 40.3 41.6

AP値 65.8 65.7 65.5 64.5 65.5 65.1

荒瀬ダム放流量

(m
3
/s)

1,290 1,278 1,112 1,091 1,090 990

周波数
(Hz)

測　定　時　間

11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

25 37.3 38.2 38.5 34.4 30.7 34.9

31.5 25.2 30.1 28.9 25.5 30.2 20.3

40 23.4 23.6 21.4 18.5 19.7 23.3

50 27.3 21.9 20.3 12.5 15.5 12.4

63 26.5 18.2 15.1 9.8 12.2 12.4

80 9 8.4 5 2.2 3.6 7.5

100 － － － － － －

周波数
(Hz)

音圧レベル（ｄB)G特性

表３－１３ 低周波音圧レベル（Ｇ特性）の現況調査結果

出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル
　　　（官公庁公害専門資料第36巻3号）」
　　　（公害研究対策センター、2001）

図３－１１ 低周波音により建具ががたつきはじめる値



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの概要】

【その他の項目】

　工事中の対策として、低振動型建設機械を採用する等、振動発生の防止・低減に努める。

【予測地点位置図】

３－１０

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　資料３－１－４（１）　「振動」（建設機械の稼働による振動）

【予測条件等】

　　予測対象時期は、建設機械の稼動が最大となる工事開始後７～１０ヶ月目の仮設工とした。
　（主な工事は、路体・路床盛土、掘削・積込、鋼製締切り、下流仮締切り）

　　荒瀬ダムに最も近接した集落内に位置する配慮すべき施設である「地域福祉センター」及び建設
　機械の稼動位置に近接する「荒瀬集落」とした。

○予測結果
　振動レベルが最大となる時期の地域福祉センターの振動レベルは３０ｄＢ未満、荒瀬集落では４４
ｄＢと予測される。また、これらの予測結果は、「振動規制法」における特定建設作業に係る振動の
規制に関する基準値（７５ｄＢ）を下回る。

○評価結果
　建設機械の稼動による振動は規制基準を下回ると予測されることから、影響は回避されていると評
価する。

　　振動の伝搬理論に基づく予測式により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。

　　　・地域福祉センターにおける振動の現況調査結果（表３-１４、図３-１３参照）
　　　・工事計画の整理（図３-１４）

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。
表３－１４ 一般環境振動の現況調査結果

図３－１３ 調査地点別騒音経時変化

図３－１４ 建設機械の稼動による振動の合成値（パワーレベル）
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図３－１５ 建設機械の稼動による振動予測地点位置図

測定下限値（30dB）未満

●

荒瀬ダム

地域福祉センター
荒瀬集落

0  100   200    400

単位：dB

規制基準
※

60

　　　　　区分

地点名

※：「振動規制法」の特定工場において発生する振動の規制
　　に関する基準の第1種区域の基準値を示す。

地域福祉
センター

振動レベル
（L10）

測定下限値（30）
未満

単位：dB

予測地点 将来（昼間） 規制基準※

地域福祉センター 30未満

荒瀬集落 44.0
75

※：「振動規制法」の特定建設作業に係る振動の規制に関する
　　基準値を示す。
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表３－１５ 予測結果



【予測及び評価結果】

　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの概要】

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

【予測地点位置図】

３－１１

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

○予測結果
　工事用車両が走行する時期の荒瀬集落の振動レベルは、４４．７ｄＢと予測される。
　「振動規制法施行規則」における道路交通振動の要請限度（６５ｄＢ）を下回る。

○評価結果
　工事用車両の走行による振動は要請限度を下回ると予測されることから、影響は回避されていると
評価する。

　資料３－１－４（２）　「振動」（工事用車両の走行による振動）

【予測条件等】

　　予測対象時期は、工事用車両が走行する時期とした。

　　荒瀬ダムに最も近接した集落内の「荒瀬集落」とした。

　　振動の伝搬理論式に基づく予測式により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果等を用いた。

　　　・道の駅坂本における振動の現況調査結果（表３-１６、図３-１６参照）
　　　・工事計画の整理（表３-１７）

表３－１６ 道路交通振動の現況調査結果

図３－１６ 調査地点別騒音経時変化

表３－１７ 予測対象時期における将来交通量

図３－１７ 工事用車両の走行による振動予測地点位置図

荒瀬ダム

荒瀬集落

0  100   200    400

工事用
車両交
通量

工事用
車両交
通量

大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 小型 大型Ⅰ 大型Ⅰ 小型
1 6:00～7:00 19 92 19 92 32 30 32 30
2 7:00～8:00 33 229 33 229 52 190 52 190
3 8:00～9:00 46 160 4 50 160 47 117 4 51 117
4 9:00～10:00 55 91 4 59 91 55 123 4 59 123
5 10:00～11:00 71 86 4 75 86 47 115 4 51 115
6 11:00～12:00 61 104 4 65 104 46 92 4 50 92
7 12:00～13:00 57 87 57 87 25 79 25 79
8 13:00～14:00 85 86 4 89 86 33 99 4 37 99
9 14:00～15:00 68 118 4 72 118 35 84 4 39 84

10 15:00～16:00 58 113 4 62 113 33 111 4 37 111
11 16:00～17:00 70 129 4 74 129 31 87 4 35 87
12 17:00～18:00 38 177 38 177 23 185 23 185
13 18:00～19:00 39 119 39 119 22 124 22 124
14 19:00～20:00 21 87 21 87 8 91 8 91
15 20:00～21:00 20 57 20 57 13 79 13 79
16 21:00～22:00 15 33 15 33 11 40 11 40

No. 測定時刻 現況交通量
予測時期の

交通量

下り
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予測時期の
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表３－１８ 予測結果

単位：dB

予測地点 将来（昼間） 要請限度※

荒瀬集落 44.7 65

※：「振動規制法」における道路交通振動の第1種区域の要請
　　限度を示す。

単位：dB

道の駅坂本 6544.6

※：「振動規制法」における道路交通振動の第1種区域の要請
　　限度の基準値を示す。

　　　　　区分

地点名

振動レベル
（L10）

要請限度
※



【荒瀬ダム湛水区域周辺井戸の水位低下に対する対応】

　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【その他資料等】

【予測結果】

３－１２

　資料３－１－５　「水象」（地下水位）

【予測条件等】

　今回調査対象の井戸は、現況調査結果により荒瀬ダム水位と連動する事が判明している。このた
め、荒瀬ダム撤去工事中及び撤去後においては、貯水池内の水位低下に伴い井戸内の水位も低下する
と予測される。

　　荒瀬ダム湛水区間周辺の現在利用中の井戸とした。

○ダム撤去前
　ダム撤去前までには、ダム水位低下期間（例年１月～２月）において泥土除去工事等を実施するた
め、井戸の枯渇や汚濁等が見られれば、その都度給水作業等を実施する。

○ダム撤去工事中及びダム撤去後
　ダム撤去工事中及びダム撤去後には、貯水池の水位が低下することに伴い井戸水位も低下し、井戸
の供用に支障を来す可能性があるため、ダム撤去工事中以降の井戸の対応については、利用者や関係
機関と協議しながら検討を進めることとする。

　　予測対象時期は、荒瀬ダムの水位が低下する工事中と、荒瀬ダム湛水区間が消失するダム撤去後
　とした。

　　現況調査結果及び施工計画などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・地下水位の現況調査結果（図３－１８）

図３－１９　予測地点位置図

図３－１８　荒瀬ダム周辺の井戸における水位の現況調査結果
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　○予測時期

　○予測地点

 　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」と発電所放流口の下流の「坂本橋」とした。　

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【その他の項目】

　工事年度間の対策として、工事実施区域内にコンクリート殻を残さないよう努める。

【予測地点位置図】

３－１３

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　資料３－１－６（１）「水質」（ｐＨ：水素イオン濃度）

【予測条件等】

　　予測対象時期は、コンクリートの破砕を行う工事中とした。

【予測及び評価結果】

　　現況調査結果及び施行計画などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・工事計画（コンクリート破砕状況等）
　　　・水質（ｐＨ）の現況調査結果（図３－２０）

○予測結果
　工事中は、コンクリートの破砕等は水中で実施せず、仮締切りを設置してその内側で実施すること
からｐＨの変化はほとんどないと予測される。
　工事年度間は、仮締切りを撤去するため、破砕途中のコンクリートが流水にさらされるが、流水に
接する破砕面は小さいこと、さらに流水が破砕面に接する時間は非常に短いことから、ｐＨの変化は
ほとんどないと予測される。
　現況調査において環境基準（ｐＨ＝６．５～８．５）を超過しているのは、主に夏季のダム湖の表
層であり、これに同調して道の駅坂本でも高い値を示している。工事中はこの影響がなくなること
と、荒瀬ダム湛水区間周辺にはｐＨの変化に影響を与える施設はないことから、工事の実施に伴う道
の駅坂本のｐＨの変化はほとんどないかあるいは若干低下すると予測される。

○評価結果
　工事の実施に伴うｐＨの変化は小さいと予測されることから、影響は回避されていると評価する。

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

図３－２１　水質（ｐＨ）予測地点位置図

図３－２０　荒瀬ダム周辺におけるｐＨの月別変化
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　○予測時期

　○予測地点

 　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」と発電所放流口の下流の「坂本橋」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【予測地点位置図】

３－１４

　　単純混合式により定量的に予測した。
  　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・水質（ＢＯＤ)の現況調査結果（表３－１９参照）
　　　・水象（流量）の現況調査結果 （表３－２０参照）

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

○予測結果
　道の駅坂本におけるダム撤去後のＢＯＤは、０．５０～０．８５mg/Lと現況の０．５０～１．１５
mg/Lより低下すると予測される。
　坂本橋におけるダム撤去後のＢＯＤは、０．５０～０．８５mg/Lと現況の０．５０～１．００
mg/Lより低下すると予測される。

○評価結果
　ダム撤去後のＢＯＤの変化は小さい上、環境基準を満足すると予測されることから、影響は回避さ
れていると評価する。

　資料３－１－６（２）　「水質」（ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量）

【予測条件等】 【予測及び評価結果】

　　予測対象時期は、荒瀬ダム湛水区間が消失するダム撤去後とした。

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

図３－２２　水質（ＢＯＤ）予測地点位置図

mg/L

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 0.7 0.6 0.7 0.9 0.7 0.7 0.6 0.8 0.5 0.4 0.6 0.6

百済来川 0.6 0.5 0.6 0.6 0.8 0.6 0.5 0.8 0.5 0.5 0.5 0.6

道の駅坂本 0.9 0.8 1.1 1.1 1.0 0.6 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.5

坂本橋 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 0.6 0.8 0.5

平成16年度

m3/s

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 101.2 204.1 150.4 110.6 193.7 179.2 177.8 161.0 61.0 55.3 80.4 74.5

百済来川 1.3 1.7 1.3 0.4 0.5 2.4 1.3 1.6 0.9 0.6 1.0 0.9

平成16年度

表３－２０　流量の現況調査結果

表３－２１　ＢＯＤ予測結果
単位：mg/L 

BOD 項 目

地点・時期 最 小 ～ 最 大 平均 

環境基準 

（A 類型）

現況 0.50 ～ 1.15 0.74 
道の駅坂本 

ダム撤去後 0.50 ～ 0.85 0.65 

現況 0.50 ～ 1.00 0.70 
坂本橋 

ダム撤去後 0.50 ～ 0.85 0.65 

2.0 以下 

 

表３－１９　ＢＯＤの現況調査結果

0 100 200  400



　○予測時期

　○予測地点

　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」と発電所放流口の下流の「坂本橋」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【予測地点位置図】

３－１５

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

○予測結果
　道の駅坂本におけるダム撤去後のＴＮは、０．５１～０．８１mg/Lと現況の０．５６～０．７３
mg/Lより上昇すると予測されるが、変化の程度は小さいと考えられる。
　坂本橋におけるダム撤去後のＴＮは、０．５１～０．８１mg/Lと現況の０．５９～０．９０mg/Lよ
り低下すると予測される。

○評価結果
　ダム撤去後のＴＮの変化は小さいと予測されることから、影響は回避されていると評価する。　　単純混合式により定量的に予測した。

　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・水質（ＴＮ)の現況調査結果 （表３－２２参照）
　　　・水象（流量）の現況調査結果（表３－２３参照）

　資料３－１－６（３）　「水質」（ＴＮ：全窒素）

【予測条件等】 【予測及び評価結果】

　　予測対象時期は、荒瀬ダム湛水区間が消失するダム撤去後とした。

図３－２３　水質（ＴＮ）予測地点位置図

m3/s

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 101.2 204.1 150.4 110.6 193.7 179.2 177.8 161.0 61.0 55.3 80.4 74.5

百済来川 1.3 1.7 1.3 0.4 0.5 2.4 1.3 1.6 0.9 0.6 1.0 0.9

平成16年度

mg/L

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 0.63 0.60 0.81 0.72 0.74 0.51 0.56 0.68 0.72 0.75 0.75 0.63

百済来川 0.56 0.54 0.58 0.41 0.40 0.63 0.52 0.57 0.59 0.51 0.57 0.50

道の駅坂本 0.58 0.62 0.72 0.63 0.67 0.59 0.56 0.63 0.65 0.73 0.73 0.62

坂本橋 0.64 0.61 0.70 0.62 0.72 0.60 0.59 0.67 0.70 0.90 0.65 0.71

平成16年度

表３－２２　ＴＮの現況調査結果

表３－２３　流量の現況調査結果

表３－２４　ＴＮ予測結果
単位：mg/L

TN 項 目 

地点・時期 最 小 ～ 最 大 平均 
環境基準

現況 0.56 ～ 0.73 0.64 
道の駅坂本 

ダム撤去後 0.51 ～ 0.81 0.67 

現況 0.59 ～ 0.90 0.68 
坂本橋 

ダム撤去後 0.51 ～ 0.81 0.67 

－ 
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　○予測時期

　○予測地点

　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」と発電所放流口の下流の「坂本橋」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【予測地点位置図】

３－１６

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

○予測結果
　道の駅坂本におけるダム撤去後のＴＰは、０．０２～０．０７mg/Lと現況の０．０２～０．０８
mg/Lと比較してほとんど変化しないと予測される。
　坂本橋におけるダム撤去のＴＰは、０．０２～０．０７mg/Lと現況の０．０２～０．０４mg/Lより
上昇すると予測されるが、変化の程度は小さいと考えられる。

○評価結果
　ダム撤去後のＴＰの変化は小さいと予測されることから、影響は回避されていると評価する。

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　　単純混合式により定量的に予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・水質（ＴＰ)の現況調査結果 （表３－２５参照）
　　　・水象（流量）の現況調査結果（表３－２６参照）

　資料３－１－６（４）　「水質」（ＴＰ：全リン）

【予測条件等】 【予測及び評価結果】

　　予測対象時期は、荒瀬ダム湛水区間が消失するダム撤去後とした。

m3/s

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 101.2 204.1 150.4 110.6 193.7 179.2 177.8 161.0 61.0 55.3 80.4 74.5

百済来川 1.3 1.7 1.3 0.4 0.5 2.4 1.3 1.6 0.9 0.6 1.0 0.9

平成16年度

mg/L

時期

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

瀬戸石ダム下流 0.029 0.029 0.048 0.046 0.043 0.068 0.032 0.023 0.023 0.026 0.027 0.031

百済来川 0.026 0.032 0.035 0.033 0.033 0.035 0.028 0.033 0.026 0.027 0.027 0.031

道の駅坂本 0.022 0.034 0.048 0.035 0.033 0.080 0.038 0.017 0.021 0.028 0.027 0.025

坂本橋 0.026 0.029 0.039 0.031 0.036 0.021 0.020 0.036 0.024 0.024 0.028 0.024

平成16年度

表３－２５　ＴＰの現況調査結果

表３－２６　流量の現況調査結果

図３－２４　水質（ＴＰ)予測地点位置図

表３－２７　ＴＰ予測結果
単位：mg/L

TP 項 目 

地点・時期 最 小 ～ 最 大 平均 

環境基準

現況 0.02 ～ 0.08 0.03 
道の駅坂本 

ダム撤去後 0.02 ～ 0.07 0.04 

現況 0.02 ～ 0.04 0.03 
坂本橋 

ダム撤去後 0.02 ～ 0.07 0.04 

－ 
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　○予測時期

　○予測地点

　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」と発電所放流口の下流の「坂本橋」とした。

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【予測地点位置図】

３－１７

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

　資料３－１－６（５）　「水質」（水温）

【予測条件等】 【予測及び評価結果】

　　予測対象時期は、荒瀬ダム湛水区間が消失するダム撤去後とした。

○予測結果
　現況調査結果から、荒瀬ダム直下流の道の駅坂本では、ダム湖内で滞留されることによる水温への
影響（夏季に若干高く冬季に若干低くなる）を受けていると考えられる。荒瀬ダム撤去後はこの影響
がなくなるため、道の駅坂本では夏季の水温が若干低下し、冬季の水温が若干上昇すると考えられる
が、ダム撤去後における道の駅坂本の水温は、上流流水区間の瀬戸石ダム下流の水温と同等程度とな
ると予測される。
　発電所放流口下流の坂本橋では、佐瀬野の水温と同様に夏季に高く冬季に低い傾向がみられた。し
かし、発電所放流口ではそのような傾向はみられないことから、坂本橋の水温は発電所からの放流水
の影響を大きく受けていないと考えられ、ダム撤去後に発電所からの放流が止まっても水温の変化は
ほとんどないと予測される。

○評価結果
　ダム撤去後の水温の変化は小さいと予測されることから、影響は回避されていると評価する。

　　現況調査結果などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・水質（水温)の現況調査結果（図３－２５）

図３－２６　水質（水温）予測地点位置図
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図３－２５　荒瀬ダム周辺の水温の月別変化



　○予測時期

　○予測地点

　○予測手法

【環境保全措置の必要性】

【モニタリングの必要性】

【予測地点位置図】

３－１８

　予測結果から、環境保全措置の必要はないと考えられる。

　予測結果から、モニタリングの必要はないと考えられる。

○予測結果
　底質（成分）の調査結果から、荒瀬ダム内及び荒瀬ダム上流域において、環境基準を超過する有害
物質は確認されなかった。さらに、荒瀬ダム湛水区間周辺には、底質（成分）の変化に影響を与える
施設はないことから、ダム撤去工事中及び撤去後における道の駅坂本の底質（成分）は変化しないと
予測される。

○評価結果
　ダム撤去工事中及び撤去後の底質（成分）の変化は小さいと予測されることから、影響は回避され
ていると評価する。

　資料３－１－７　「底質」（成分）

【予測条件等】 【予測及び評価結果】

　　荒瀬ダム直下流の「道の駅坂本」とした。

　　予測対象時期は、荒瀬ダムの水位が低下し堆砂が流下すると考えられる工事中と、荒瀬ダム湛水
　区間が消失するダム撤去後とした。

　　現地調査結果及び施工計画などをもとに予測した。
　　予測にあたっては、主に以下の調査結果を用いた。

　　　・底質（成分）の調査結果（表３－２８）
　　　・荒瀬ダム内の土砂処理方法

図３－２７　底質（成分）予測地点位置図

表３－２８　荒瀬ダム内の底質成分分析結果
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荒瀬ダム 

道の駅坂本 

【溶出試験】 

大
項
目 

調査項目 基準値※1 
泥土 

（シルト）
（27試料） 

砂 
（8試料） 

礫 
（10 試料） 

環境基準 
超過試料 

定量 
限界値※2 

カドミウム 0.01mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.001mg/L

鉛 0.01mg/L 
最大

0.002mg/L 
最大

0.002mg/L 
不検出 無 0.001mg/L

六価クロム 0.05mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.005mg/L

砒素 0.01mg/L 
最大

0.008mg/L 
最大

0.003mg/L 
最大

0.002mg/L 
無 0.002mg/L

総水銀 0.0005mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.0005mg/L

全シアン 不検出 不検出 不検出 不検出 無 0.1mg/L 

セレン 0.01mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.001mg/L

ふっ素 0.8mg/L 
最大

0.42mg/L 
最大

0.31mg/L 
最大

0.46mg/L 
無 0.08mg/L 

ほう素 1mg/L 
最大

0.3mg/L 
最大

0.1mg/L 
最大

0.2mg/L 
無 0.1mg/L 

アルキル水銀 不検出 不検出 不検出 不検出 無 0.0005mg/L

有
害
物
質
項
目 

PCB 不検出 不検出 不検出 不検出 無 0.0005mg/L

チウラム 0.006mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.0006mg/L

シマジン 0.003mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.0003mg/L
農
薬

項
目

チオベンカルブ 0.02mg/L 不検出 不検出 不検出 無 0.002mg/L

※1：土壌汚染に係る環境基準 
※2：定量限界値未満を不検出と表記する 
【含有量試験】 

大
項
目 

調査項目 基準値 
泥土 

（シルト）
（27試料） 

砂 
（8試料） 

礫 
（10 試料） 

環境基準 
超過試料 

定量 
限界値 

カドミウム 150mg/kg 不検出 不検出 不検出 無 0.5mg/kg 

鉛 150mg/kg 
最大

24mg/kg 
最大

12mg/kg 
最大

8.7mg/kg 
無 0.5mg/kg 

六価クロム 250mg/kg 不検出 不検出 不検出 無 0.5mg/kg 

砒素 150mg/kg 
最大

2.6mg/kg 
最大

1.6mg/kg 
最大

1.7mg/kg 
無 0.5mg/kg 

総水銀 15mg/kg 不検出 不検出 不検出 無 0.5mg/kg 

全シアン 50mg/kg 不検出 不検出 不検出 無 0.5mg/kg 

セレン 150mg/kg 不検出 不検出 不検出 無 0.5mg/kg 

ふっ素 4000mg/kg 
最大

33mg/kg 
最大

31mg/kg 
最大

19mg/kg 
無 1mg/kg 

有
害
物
質
項
目 

ほう素 4000mg/kg 
最大

11mg/kg 
最大
3mg/kg 

最大
3mg/kg 

無 1mg/kg 

※1：土壌汚染対策法 
※2：定量限界値未満を不検出と表記する 


